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研究成果の概要（和文）：　本研究では、研究期間中に１）ACTN3遺伝子多型と競技パフォーマンスの関連性に
ついて陸上競技選手を対象として行う。２）レスリング競技選手を対象として乳酸の代謝に関連するMCT1遺伝子
T1470A多型と競技パフォーマンス及び運動後の血中乳酸濃度について検討した。研究１及び研究２からACTN3遺
伝子R577X多型及びMCT1遺伝子T1470A多型は競技パフォーマンスに影響する可能性が示された。これらの結果
は、今後タレント発掘や個人対応型とのレーニング方法の確立に有用な情報となる。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study were 1) to investigate the association between 
the ACTN3 R577X genotype and elite athlete status in a large Japanese cohort of track and field 
athletes. 2) to investigate the effects of the MCT1 T1470A polymorphism on power-oriented 
performance and lactate concentration during or after cycling sprints in Japanese wrestlers. 
One-thousand fifty-seven Japanese track and field athletes (627 sprint/power athletes and 430 
endurance athletes) and 810 Japanese controls in study 1 and 199 wrestlers  in study 2 were 
genotyped for ACTN3 R577X genotype and  e MCT1 T1470A genotype  using the TaqMan Assay. The data 
obtained for track and field athletes served to confirm the association between the RR + RX genotype
 of the ACTN3 R577X polymorphism and elite sprint/power athlete status. The AA genotype of the MCT1 
T1470A polymorphism is associated with athletic performance and lower blood lactate concentrations 
after 30s WAnT and during intermittent sprint tests.

研究分野：トレーニング科学

キーワード： 遺伝子多型　パフォーマンス　アスリート　ACTN3　MCT1
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１．研究開始当初の背景
 双子研究によると遺伝的要因が競技パフ
ォーマンスに与える影響は約
2007
と持久系および瞬発系パフォーマンスにつ
いては、約
ている。申請者も同様な検討を行い、日本人
アスリートと速筋線維の構造に関わる
ACTN3
ACE
（Kikuchi et al.2012, 2013, 2014, 2015
た、競技実績を考慮してレベル分けを行ない
競技実績の違いによる
多型の割合を検討した。その結果、競技実績
が高いほど瞬発系パフォーマンスに不利と
報告されている
告した
 しかしながら、競技実績は様々な要素（遺
伝要素や環境要素）が関連しており、結果で
しかない。遺伝子多型情報をもとにした個人
対応型のトレーニングプログラムやコンデ
ショニング方法の開発などの競
システムの確立という本研究課題の目的を
達成するためには関連要素をより細分化し
て検討していく必要がある。申請者はその第
一歩としてパワー発揮能力と遺伝子多型と
の関連性の検討を行っている
2014）。申請者らは、オリンピックレベルの
レスリング選手で割合が低いと報告した
ACTN3
トにおいてパワー発揮能力が低いことを報
告した。すなわち、申請者は、レスリングの
競技実績に関連する遺伝子多型がパワー発
揮能力においても、関連性がみられるという
一貫した研究
のし難さに遺伝子多型は関連するだろう
か？という問題を解決するための研究も行
なっており、コラーゲンに関連する遺伝子多
型と椎間板変性等の損傷との関連性を検討
している。
 しかしながら、これらは同一のコホートで
行われている研究ではない。遺伝子多型を用
いた競技サポートシステムの確立を目指す
ためには、同一の大規模なアスリートコホー
トにおいて、競技実績に関連する要素を細分
化して検討していく必要がある。
 
２．研究の目的
 本研究では、研究期間中に１）
伝子多型と競技パフォーマンスの
ついて
レスリング競技選手を対象として乳酸の代
謝に関連する
競技パフォーマンス及び運動後の血中乳酸
濃度について検討することであった。
 
３．研
研究１
対象者は、
名の一般者であった。陸上競技選手は、
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名のスプリント／パワー系アスリートと
名のエンデュランス系アスリートであった。
対象者は、インターナショナルレベル、ナシ
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多型頻度との関連性を検討した。
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